
金物工法から在来工法への変更方法 

 

サンプルデータの「STRDESIGN サンプル V14（3 階・金物・べた基礎）」を例に、変更方法を示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）サンプルデータを開き、ファイルメニューの“追加インポート”を選択します。 

在来工法（Ｍ９１０）のファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）インポート情報の選択画面で、「インポート情報を使用しない」を選択→次へボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３）追加インポート情報の設定画面で、分類名「梁端仕口情報・母屋端仕口情報」の操作ダウンリスト

から“追加”を選択→次へボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

追加インポート開始の確認画面で完了ボタンを押下します。 

処理中の画面が出て、その後インポートが完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４）建物概要 

物件情報タブの建物概要を選択し、プロパティ画面で工法の「0-在来軸組工法」を選択→更新ボタンを

押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）構造計算タブの構造計算パラメータを選択して、“梁端部の断面欠損の考慮”の「1-する」を選択→

更新ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）構造計算タブの構造計算実行をダブルクリックして、計算を実行します。 

 

 

 

 

 

 



７）構造計算書作成を開き、「5.1 柱頭・柱脚の接合金物の検討（標準計算法）」で金物工法の金物が引

き当たっていることを確認します。また、「5.2 横架材端部接合部の検定（標準計算法）」で横架材端部

仕様に仕口名称が引き当たっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 梁端仕口情報に当てはまる仕口がない場合

は空欄となります。  

 
【参考】 
梁端仕口情報の仕口区分については、STR_HELP「６．６．２設定上の注意」③ ④、 
及び、参考資料「在来工法の横架材端部の設定方法」をご参照ください。 


